
学校再編成に関するＱ＆Ａ 

これまでいただいた「質問」とそれに対する「回答」をまとめました。 

Ｑ１．市内の中学校 4 校と小学校 10 校をどのようにするのですか。 

Ｑ２．義務教育学校とはどのようなものですか。 

Ｑ３．義務教育学校と小中一貫校はどう違うのですか。 

Ｑ４．校区については決めているのですか。 

Ｑ５．義務教育学校の校区はどうなりますか。 

Ｑ６．現在、合岩・大村小学校は小規模特認校になっていますが、そのような学校を作って

維持管理していく考えがありますか。 

Ｑ７．豊前市では、中学校の適正の規模をどのように考えていますか。 

Ｑ８．豊前市では、小学校の適正の規模をどのように考えていますか。 

Ｑ９．豊前市が適正と考えている学校の規模は、文部科学省等の方針などが背景にあるの 

ですか。 

Ｑ10．１クラスの人数は何人で計算していますか。 

Ｑ11．この計画自体はずいぶん前からできていたのではないですか。 

Ｑ12．令和４年度に予定している基本計画とは、どのようなものですか。 

Ｑ13．住民説明会はどういったかたちで考えていますか。 

Ｑ14．住民説明会は、いつ開催する予定ですか。 

Ｑ15．地域から再編成に反対と言われたらどうするのですか。 

Ｑ16．新設小学校の場所として、現八屋中学校や現千束中学校ではなく「こちらの学校が良

いのでは」という意見があるのではないですか。  

Ｑ17．最終段階の小中一貫校になる可能性については、どういう状態になったらと考えてい

ますか。 

Ｑ18．令和９年度に開校する学校と令和 10 年度に開校する学校と年度がわかれているが、ど

うしてですか。 

Ｑ19．統合すると通学がバス通学になると思うが、市バスが利用できますか。 

Ｑ20．地域としては、地域ごとに特色あることをしています。それをすべて無くしてしまう  

のでしょうか。地域づくりなども校区単位で、学校という基幹のものが無くなるとど

うなるのでしょうか。 

 



Ｑ１．市内の中学校 4 校と小学校 10 校をどのようにするのですか。 

Ａ１．中学校１校、義務教育学校１校、小学校２校に再編成します。 

   ・豊前中央中学校（仮称）・・・旧築上中部高等学校跡地に新設 

   ・豊前南義務教育学校（仮称）・現合岩小学校を増築・改修 

中学校新設後 

・豊前北小学校（仮称）・・・・現八屋中学校を改修 

   ・豊前中央小学校（仮称）・・・現千束中学校を改修 

 

Ｑ２．義務教育学校とはどのようなものですか。 

Ａ２．小学校から中学校までの義務教育を一貫して行う、１年生から９年生までが在籍する

新しい学校です。 

   一人の学校長のもと「小学校の先生」「中学校の先生」という、これまでのくくりとは

異なり、一つの教職員組織が置かれ、義務教育９年間の学校教育目標を設定し、これ

までの小・中学校という区切りにしばられない９年間の系統性を独自に工夫した特色

ある教育課程を編成・実施することのできる学校です。 

 

Ｑ３．義務教育学校と小中一貫校はどう違うのですか。 

Ａ３．小中一貫校は、あくまでも小学校は小学校、中学校は中学校というそれぞれの教育活

動を実施する中で、お互いが様々な連携を取りながら教育課程を工夫していく学校で

す。  

一方、義務教育学校は、一人の校長で教職員組織も一つになり、９年間の義務教育を

一貫して行います。６・３制にこだわらず、踏み込んだ教育を進めていくことも可能

な新しい学校となります。 

  

Ｑ４．校区については決めているのですか。 

Ａ４．現在の児童生徒数の推移や地理的条件等より、適正と思われる校区を次のとおり検討

しています。  

   ・豊前中央中学校（仮称）・・・八屋中校区、角田中校区、千束中校区 

   ・豊前北小学校（仮称）・・・・八屋小校区、宇島小校区、三毛門小校区 

   ・豊前中央小学校（仮称）・・・大村小校区、角田小校区、山田小校区、千束小校区、 

黒土小校区、横武小校区 

   ・豊前南義務教育学校（仮称）・合岩小校区、合岩中校区 

※義務教育学校は現在と同様に小規模特認校とし、市内全域からの就学を可能と

する予定です。            

   また、吉富町外一市中学校組合立吉富中学校については、基本方針の方向性を基に、

今後、市町及び組合議会の中で具体的な議論が進められていくことになるものと考え

ています。 

 



Ｑ５．義務教育学校の校区はどうなりますか。 

Ａ５．今の合岩小・合岩中の校区を基本的な校区としますが、現在と同様に小規模特認校と

し、市内全域からの就学を可能とする予定です。 

 

Ｑ６．現在、合岩・大村小学校は小規模特認校になっていますが、そのような学校を作って

維持管理していく考えがありますか。 

Ａ６．合岩小学校の場所に新設する義務教育学校は、今まで通り小規模特認校として存続さ

せ、小規模校ならではの特性を生かした教育活動を実施していく予定です。 

 

Ｑ７．豊前市では、中学校の適正の規模をどのように考えていますか。 

Ａ７．中学校は必要な各教科担当の教職員がそろう、1 学年 3 クラス以上と考えています。 

 

Ｑ８．豊前市では、小学校の適正の規模をどのように考えていますか。 

Ａ８．6 年間クラス替えができない環境は、いじめ等、生徒指導上課題が大きいという指摘

があります。また、令和４年度から配置が進む高学年の専科教員も、小規模校での配

置は難しいと考えます。少なくとも、クラス替えが可能な２クラス以上が適正と考え

ています。 

 

Ｑ９．豊前市が適正と考えている学校の規模は、文部科学省等の方針などが背景にあるので

すか。 

Ａ９．法令上では、一定の学校規模の標準は、小・中学校ともに「１２学級以上 18 学級以

下」となっており、その根拠はＡ７．Ａ８（上記に記載）等に拠るものと考えていま

す。 

 

Ｑ10．１クラスの人数は何人で計算していますか。 

Ａ10．推計値は、今後配置が進む「３５人学級」にあわせ、１クラス３５人で計算していま

す。 

 

Ｑ11．この計画自体はずいぶん前からできていたのではないですか。 

Ａ11．平成２６年度の通学区域審議会の答申の中で、「今後、小中学校をあわせた検討が必

要である」と指摘されていました。その後、直近の出生数の急激な減少が明らかにな

ったことを受け、令和元年度に教育みらい検討委員会を開催し、令和２年３月の提言

書を基に協議・検討を行い、令和３年度に基本方針を策定しました。 

 

 

 

 

 



Ｑ12．令和４年度に予定している基本計画とは、どのようなものですか。 

Ａ12．基本計画では、基本方針を基に法的条件の整理や施設内容・規模等の検討を行い、概

算事業費の試算や具体的なスケジュールを検討します。 

   基本方針では、新たな購入・造成が不要と思われる広さの敷地や児童数に応じた校舎

等を考慮し検討していますが、それを具現化するための課題整理・検討を行い、魅力

ある学校づくりを目指す豊前市内の学校再編成の基本となる計画です。 

 

Ｑ13．住民説明会はどういったかたちで考えていますか。 

Ａ13．コロナ禍という状況を鑑み、人権教育推進に係る東・西・南・北という市内４ブロッ

クを基本とし、先ず、市内４か所で説明会を実施したいと考えています。 

 

Ｑ14．住民説明会は、いつ開催する予定ですか。 

Ａ14．最終的には、コロナ禍の状況を見極めながら決定することとなると思いますが、年度

内には行いたいと考えています。 

 

Ｑ15．地域から再編成に反対と言われたらどうするのですか。  

Ａ15．児童生徒数の推移や現在の小中学校施設の状況を考えた時、今は再編成に向かう時期

だと考えます。学校再編成の必要性やその意義について市民の方々に理解していただ

きながら、より良い方向への検討をしていきたいと考えています。 

 

Ｑ16．新設小学校の場所として、現八屋中学校や現千束中学校ではなく「こちらの学校が良

いのでは」という意見があるのではないですか。   

Ａ16．再編成する小学校は、一学年３クラス規模を予定しており、その規模の教育活動を実

施できる建物・敷地を有する場所は計画地以外にありません。  

 

Ｑ17．最終段階の小中一貫校になる可能性については、どういう状態になったらと考えてい

ますか。 

Ａ17．令和２年度の出生数は１３３人まで減少しています。この数字が現実に１００を切る

ことが明らかになってきた段階で検討していかなければいけないと考えています。 

 

Ｑ18．令和９年度に開校する学校と令和 10 年度に開校する学校と年度がわかれているが、ど

うしてですか。 

Ａ18．再編成する小学校は今使っている中学校が空かないと改修できないため、先に中学校          

を新設し、空いた中学校を小学校として利用するために１年かけて改装します。その

ため、１年ずれることになります。 

  

Ｑ19．統合すると通学がバス通学になると思うが、市バスが利用できますか。 

Ａ19．市バスとは別にスクールバスを検討していきたいと考えています。 



  

Ｑ20．地域としては、地域ごとに特色あることをしています。それをすべて無くしてしまう

のでしょうか。地域づくりなども校区単位で、学校という基幹のものが無くなるとど

うなるのでしょうか。 

Ａ20．地域づくり協議会は、今ある単位で取組を進めていきたいと考えています。スクール

バスでの登下校は、現在の小学校区内の特定の場所に集まる形を想定しており、子ど

も達の見守り等、子どもと地域のつながりは引き続き不可欠なものと考えます。それ

ぞれの地域が、子どもや保護者を取り込んで、どんな活動をつくっていくことができ

るかが益々大切になってくると考えています。 

 

 


